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相対論的天体物理学の⼿法を⽤いて、ブラックホールが
引き起こす極限的現象について理論的に研究しています。

https://www.fris.tohoku.ac.jp/toma/index.html

巨大ブラックホールの超高解像度電波観測

秦 和弘 (国立天文台水沢/総研大)



研究内容
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活動銀河核の中⼼領域 ガンマ線バースト

• ブラックホール磁気圏の理論
• ⼀般相対論的MHDシミュレーション
• ⼀般相対論的プラズマ粒⼦シミュレーション
• 電波/X/ガンマ線観測の提案

• ブラックホールジェットの加速
• ジェットの放射メカニズム
• 衝撃波の物理
• 偏光



前期のゼミ

• 「特殊相対論」⾼原⽂郎著

• 相対論的な⼒学・電磁気学・
流体⼒学

• ⾼エネルギー天体現象への適⽤

• 週１で輪読ゼミ

• さらに参考になる⽂献
「プラズマ物理⼊⾨」Chen 著 内⽥ 訳
「天体⾼エネルギー現象」⾼原 著
「ブラックホールが駆動する相対論的ジェットの物理」

當真 著（物理学会誌 2017, vol. 72, 19）
「ガンマ線バースト」河合・浅野 著



後期の研究内容

巨大ブラックホールの超高解像度電波観測

秦 和弘 (国立天文台水沢/総研大)

M87ジェット（電波）

2019年度
パルサー磁気圏の構造
パルサー星雲の放射スペクトル

2020年度
衝撃波による宇宙線加速

2023年度
ガンマ線バーストによる電⼦
陽電⼦⽣成

• ⾯⽩い or 話題の⾼エネルギー天体現象を
ピックアップします

• ⽬標は主に論⽂内容の再現
⼿計算とコンピュータを使った数値計算

ガンマ線バースト想像図

パルサー(X線)


